
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．はじめに 

景観に着目した取り組みを通じてより良い地域の形成を意図す

る試みである景観まちづくりは，1960年代の歴史的街並みの保全

に始まり今日に至るまでに全国各地で数多くの試みがなされてき

た 1)。先の試みが成立・持続するためには，景観自体や景観まちづ

くりに理解を示し，景観まちづくりに関与してもらえる地方公共

団体・地域住民等の主体の存在が必要である。こうした必要に応

える取り組みとして，たとえば，国土交通省では，2004年の景観

法の施行を受けて，先の主体の形成に資する景観まちづくり教育

のあり方について調査研究を実施し，それをもとに作成した行政

担当者，学校教育関係者が景観まちづくり教育を行うに際しての

手引きを公開している 2)。 
景観まちづくり教育の教材となる景観の特徴は，地域によって

異なる側面がある。また教育の実施に関係する社会の状況にも，

地域固有の特性がみられる。景観まちづくり教育をめぐる前記し

た特徴に配慮した場合には，国よりもミクロスケールの比較的同

質性が高い範域（例：都道府県等）を対象にした手引きを作成する

ことが望ましいと考えられる。実際に地方公共団体のなかには，

独自に景観まちづくり教育に関係する手引きを作成しているとこ

ろがある 3)。手引きを円滑に作成するためには，公開された手引き

の内容にくわえて，手引きの完成に至るまでの経緯と内容に対す

る作成者の意図を把握していることが好ましい。なぜなら，これ

らは，手引きの完成に至るまでの経緯が手引き作成の計画の検討，

内容に対する作成者の意図が手引きに含める内容の検討という局

面において，有用な情報になり得ると考えられるからである。 
以上を踏まえ，本論文では，著者が関与した2022年3月に長崎

県（中心的な主体は長崎県土木部都市政策課（以下，都市政策課））

が作成した「景観を切り口としたふるさと学習の手引き」（以下，

学習の手引き）の作成状況と，学習の手引きの素案を活用し参加

者からの意見照会を実施した教員免許状更新講習（以下，更新講

習）の実施状況を報告する。具体的には，学習の手引きの作成の経

緯（第2章），先の経緯を経て完成した学習の手引きの構成と内容

（第 3 章），そして更新講習の実施状況（第4 章）の順に論じる。 

 

２．学習の手引きの作成の経緯 

手引き作成の経緯は，作成に関わる活動の方向性のまとまりに

着目し，手引きを作成することを決定した発案期と，実際に作成

した検討期の2期にわけて説明する。 
（１）発案期(２０１８年５月～２０１９年２月) 

2018年5月には，長崎県（以下，県）が実施する景観施策の方

向性を検討するために，平成30年度第1回長崎らしい景観形成審

議会施策検討部会（以下，施策検討部会）が開催された。そこでは，

県が実施した長崎らしい景観形成推進事業の実績報告と各施策に

対する外部評価にもとづく，委員による実績の検証と今後の景観

施策の方向性に関わる協議が行われた。委員からは，今後の景観

施策の方向性に相当する意見として，「担い手をどのように計画に

織り込んでおくか」や「町づくりの観点から一番欲しいのはアク

ター」等といった人材育成の必要に関わる発言が寄せられた。先

の意見等を受けて2018年10月に開催された第3回施策検討部会

では，今後の景観施策のあり方の説明のなかで，新規事業として，

景観まちづくり教育事業を実施させることが報告された。それと

ともに，事業化に向けた今後の対応方針の一つとして学習の手引

きの作成に関連する「教育現場における景観まちづくり教育の検

討」が示された。教育関係部署である義務教育課や有識者等との

協議を経て開催された第4 回施策検討部会（2019 年2 月）では，

景観まちづくり教育事業の概要とスケジュールが示された。同部

会の資料において示された景観まちづくり教育事業の主な目的は，

2 点である。第 1 は，教職員免許の更新研修に景観まちづくり教

育を取り入れ，受講した教職員に教育現場において景観まちづく

り教育を実践してもらうことである。第2は，社会教育（PTA等）
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現場において景観まちづくり教育を実施することである。上記の

目的のうち第 1 の目的を達成するために本事業では，更新講習の

教材として活用する長崎県景観まちづくり読本の作成と長崎大学

（以下，大学）との連携による更新講習時の景観まちづくりカリ

キュラムを実施するとしている。 
このように学習の手引きは，県の景観施策の再検討により新た

に実施されることとなった景観まちづくり教育事業の一環として

作成されることとなった。 
（２）検討期(２０２０年１月～２０２２年３月) 

長崎県景観まちづくり読本の作成にあたっては，長崎県景観ま

ちづくり教育検討委員会（後に長崎県景観教育検討委員会に変更）

（以下，委員会）が設定された。委員会は，4名から構成されてい

た（教育関係者：1名（副委員長），長崎市から委託を受けて景観

まちづくり教育に関与している建築士会関係者：1名，更新講習の

担当経験がある学識関係者：1名（委員長），防災教育に造詣が深

い学識関係者：1 名）。表－1 は，委員会等の開催状況を示したも

のである。 
第1回委員会（2020年1月）では，事業概要・スケジュールの

説明とともに，先行する取組にもとづき県が作成した「景観まち

づくり学習の手引き（素案）」の説明をもとに，素案の検討が行わ

れた。一連の説明に対して委員からは，素案の改善をめぐる 3 点

の論点に関わる意見が出された。第 1 は，活用を想定する対象で

ある。手引きが使われるようにするためには，活用を想定する対

象を絞り，その対象に手引きを読んでもらい，読んだ内容を実行

してもらえるかの観点からの検討が必要である。たとえば，小・

中・高等学校の教員を対象とする場合には，現在行われている授

業のなかで対応できることを示すことが望ましく，教員が授業の

実施時に直面する課題の解決に役立つマニュアルといった体裁を

とることが良いと意見が出された。それに関連して，県の小・中・

高等学校の授業のうち景観まちづくり教育と関連が高いのは，文

部科学省が平成 5 年度から学校教育共通実践課題として推進して

いる「ふるさと教育」4)との指摘がなされた。県では，2019年3月

に策定された「第三期長崎県教育振興基本計画」において基本的

方向性の一つに「ふるさと長崎への愛着と誇りを持ち，地域社会

や産業を支え，国際社会の発展に貢献しようする態度を育みます」

を掲げており，それを実現する主要施策の一つとして「ふるさと

教育の推進」を挙げている 5)。以上から，学習の手引き作成の方針

としては，「ふるさと教育の推進」に役立つ内容が含まれることが

見いだされた。また，教員が手引きに記載された内容を授業に取

り入れることを動機づける上では，なぜ学ばせなければいけない

かを学習指導要領の引用を通じて明示することが望ましいとの指

摘もなされた。さらに，表題に「まちづくり」を付けることは，ま

ちづくりに関わったことがない教員にとってハードルが高く授業

に導入する意欲を妨げる可能性があるため，含めるべきではない

との意見も出された。第 2 は，手引きの形式である。具体的に，

学習の手引きのページ数は，気軽に手をとってもらえるように，

少なくする。文字数は少なくする一方で，図・写真は多くする。具

体的な事例を含めるといった意見が出された。第 3 は，学習の手

引き作成の進め方である。小・中・高等学校の教員の活用を想定し

て学習の手引きを作成する際には，教育現場を熟知する教育関係

者（県の義務教育課，教職員等）に意見を照会しながら，進めるこ

とが望ましいとの意見が出された。  
都市政策課は，2020 年 6 月に，県の義務教育課と協議を行い，

景観を更新講習や教材に組み込むことは「ふるさと教育」の内容

に景観が含まれているため可能であることを，確認した。2020年

6月には，先の協議を受けて，正副委員長との学習の手引きの方向

性に関わる個別協議が行われた。第2回委員会（2020年10月）

では，第 1 回目の意見を踏まえた景観教育事業方針の説明（景観

教育は，小・中・高等学校において現在行われている総合学習（ふ

るさと教育）を景観という切り口から実施する）とスケジュール

の説明にくわえて，見直された学習の手引きの大枠が説明された。

学習の手引きの大枠としては，1．総合学習（ふるさと学習）とは，

2．景観と総合学習（ふるさと学習）の関係性・関連性，3．学習指

導要領との整合性や期待される効果，4．景観を切り口とした授業

例，5．長崎県の実例が示された。学習の手引きの大枠に対する委

員の主要な意見としては，(1)教材の定義に相当する「景観とは何

か」と，学習の目的に相当する「どのような人材を育成するか」を

明記すること，(2)話し合いの仕方（ファシリテーションの仕方や

KJ法等による意見のまとめ方等）を含めること，(3)子どもの発達

段階に応じた授業例と実例を示すこと等が出された。 
第3回委員会（2021年6月）では，今後のスケジュールととも

に，第 2 回の意見と委員長との個別協議により変更された素案が

提示された。素案は，第 1 回の意見を踏まえた表題（景観を切り

口としたふるさと学習の手引き）が付された現在の学習の手引き

に近い構成として示された。素案に対して委員からは，主として，

(1)授業方法の説明の前には，取り組んだ経験がない教員にもその

内容を理解してもらえるよう，長崎県の具体的な取り組みを例示

する，(2)掲載する写真には，「みんなでまちなみを良くしようとし

ている」や「景観はみんなでつくるもの」といったイメージが伝わ

るものを用いる，(3)目的は，「人口減少への歯止め」，「景観の担い

手となる子どもの育成」，「景観を使って行動する人材の育成」と

いった表現も含めることにより，明確にする等が出された。 
第 3 回と第 4 回の委員会の間には，教育関係者の意見を照会す

るために，2021年8月にこれまでの意見が反映された学習の手引

きを使った更新講習（題名：総合的な学習の時間等における「まち

づくり」を題材とした教育）を実施した（詳細は，第4章）。意見

は，試験問題末尾の自由記述形式の設問により，収集した。意見と

しては，肯定的な意見（例：ポイントが抑えられている，わかりや

すい等）が出された一方，地域及び教育対象の違いに応じた情報

の提示（例：地域特性が異なる複数事例の例示，校種ごとの事例及

び学習ポイントの提示等），最終成果の写真等による紹介，取り組

みの難易度の明示等の改善に関わる意見も出された。手引きに直

接関係しない意見としては，事例の学校の実践動画をホームペー

ジや教育イントラにて閲覧できるようにすることやICT環境の変

化（例：1人1台の端末の導入等）に対応する必要等も出された。 
第4回委員会（2022年3月）では，これまでの意見にもとづき

改めて変更された素案が提示された。なお県の実例は，委員会開

催前に，小・中学校に照会し収集された事例から選定した。素案に

対して委員からは，景観教育は総合的な学習時間になぜ必要かを

詳細に説明する等といった素案の各部分を改めて改善する意見が

された。これらの意見が反映された学習の手引きは，2022年4月

に長崎県のホームページに公開された。 

表－1 委員会等の開催状況 

回数 委員会における報告及び審議等の内容

2020 1 1 ・事業概要・スケジュールの説明
・素案の検討

2020 10 2
・第1回目のとりまとめ

・今後の方針・スケジュール
・教材のイメージ

2021 6 3 ・景観を切り口としたふるさと学習の手引き（案）について
・今後のスケジュール（案）について

2022 8

2022 3 4
・景観を切り口としたふるさと学習の手引き（案）について
・令和4年度以降の取組について

年月

教員免許状更新講習
題目：総合的な学習の時間等における「まちづくり」を題材とした教育
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３．学習の手引きの構成と内容 

（１）学習の手引きの構成 

学習の手引きは，全4章16ページから構成されている。表紙と

目次には，教育活動の対象となり得る身近な景観として，長崎県

のまちづくり景観資産活用制度 6)によりまちづくり景観資産に登

録された景観の写真が掲載されている。各章は，読者が，景観を教

育で取り扱う意義を理解（第1章，1ページ）し，景観が小・中学

校の教科のねらいを達成できる題材として活用できることを理解

した（第2章，3ページ）上で，その一例として景観を切り口とし

たふるさと学習時における授業の進め方の概要がわかり（第3章，

6ページ），学習活動計画を検討する際に参考となり得る県内の学

習例が把握できる（第4章，6ページ）ように，配されている。 
なお本学習の手引きは，今後の社会情勢や新規情報の追加によ

って変更する可能性があるため，製本印刷は行わないこととした。 
（２）学習の手引きの内容 

 各章の主要な内容は，次の通りである。 

１）１．景観教育で扱うことの意義 

 本章は，県の景観の特徴が説明された後に，県の問題（人口減

少・高齢化）の改善に果たすことが期待される景観の役割（美しい

景観形成による交流人口・定住人口の増加）と景観が役割を発揮

するにあたり子どもに求められる資質（景観は「みんなでつくる

もの」とする当事者意識の具備）が説明されている。先の説明の後

には，景観教育の説明（身近な「景観」を切り口に，まちの魅力や

課題を発見する学習），景観教育を展開し得る教科，景観教育の目

的，そして目指すべき人材像が言及されている。 

２）２．総合的な学習の時間（ふるさと学習）と景観 

本章は，冒頭に，前章で触れた景観教育を展開できる可能性が高

い教科である総合的な学習の時間の目標が，小・中学校の学習指

導要領から引用し掲載されている。そして，景観教育は，目標に示

された様々な学習活動を横断的・総合的に展開できる活動である

ことと，次章に示される活動を通じて，もう一つの目標である「課

題の解決に必要な知識及び技能を身につけ」，「実社会や実生活の

中から問いを見いだし」，「積極的に社会に参画しようとする態度

を養う」7)ことができる活動であることが論じられている。さらに

景観教育は，総合的な学習の時間のみならず，その他の教科等の

学習と合わせて学習できることが，各教科において例（例：国語科

の場合は，文章・詩・短歌等による景観の表現）を示しつつ説明さ

れている。 

３）３．景観を切り口としたふるさと学習の授業例 

本章は，景観を題材としたふるさと学習における授業の進め方

を，①課題の設定，②情報の収集，③整理・分析，④まとめ・表現

の 4 段階に分けて，説明している。授業の進め方の説明には，委

員会・更新講習の意見が反映されている。たとえば，①課題の設定

では，課題の例が，県内で実施された事例を参考に，初級編，中級

編，上級編と 3 つの段階に分けて簡潔に示されている。各段階の

指導時に教職員に留意してもらいたい点は，ポイントとして提示

されている。具体的に，①課題の設定では，前章の景観教育の説明

における「まちの課題を発見する」に対応するポイントとして，

「議論には，どうすればもっと景観がよくなるかという内容を入

れましょう」が含まれている。また，各段階の説明をイメージしや

すくするために，各段階に関係する県内の事例の写真が掲載され

ている（図－1）。各段階が説明された後には，授業進行に影響を与

える話し合いの進め方の説明として，意見交換を実施する時のポ

イント（例：ファシリテーターの役割等）と，意見をまとめる主要

な方法であるKJ法のやり方が記載されている。 
４）４．事例 

本章は，委員会が長崎県の景観教育に相当すると判断した 5 つ

の事例が説明されている。事例の説明にあたっては，以下の 3 点

の配慮がされている。第1は，実施学年，対象人数，授業時間数，

教科名が記載されていることである。第 2 は，事例と第 3 章の内

容を関連づけるために，各事例の活動を，4つの段階に分けて説明

していることである。そして，第 3 は，最終成果の画像を示して

いることである（図－2）。 
 

４．学習の手引きを活用した更新講習 

（１）講習の概要 
表－2 は，シラバスの記述や当日の取り組み等をもとに更新講

習の概要を示したものである。講習時間数は，6時間である。講習

形態は，講義と実習である。受講対象者は，受講人数の確保のため

に，全学校種の教諭を対象にした。なお当日の講習には，37名が

参加した。校種の内訳は，小学校が10名（27.0%），中学校が13
名（35.1%），高校が12名（32.5%），特別支援学校が2名（5.4%）

であった。講習のねらいには，2016 年 12 月の「中央教育審議会

答申」における「社会に開かれた教育課程」の提示を受けて，先の

課程の実現に寄与すると考えられる「まちづくり」を題材とした

教育を行うために，必要な知識と技法を，講義・演習等を通じて，

理解すると記載されている。題材を景観に限定せずにまちづくり

全般としたのは，受講人数の確保に向けて，多くの方に関心を持

ってもらうためである。講習内容は，先のねらいを受けて，講習を

出典：長崎県（2022）8）にもとづき作成 

図－1 第3章 ①【課題の設定】の内容 

                        出典：長崎県（2022）8）にもとづき作成 

図－2 第4章 事例①の内容 
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担当する 3 名の教員の専門分野である「景観」，「地域減災」，「住

環境」の 3 つの観点から講義・演習を行うとしている。成績評価

は，筆記試験の結果にもとづき判断するとしている。なお受講者

には，クリップボード，撮影機材，筆記用具（現地調査時に簡単に

色を分けて記述できる多色ボールペンを推奨）の持参が要望され

ている。 
（２）講習の内容 
表－3は，更新講習の流れを示したものである。講習の進め方等

のオリエンテーションの後には，3 名の担当教員による講義が行

われた。学習の手引きは，景観を題材としたまちづくり教育にお

いて，解説された。学習の手引きの解説は，長崎県の景観の特徴，

人口動態からみた長崎県の現状，そして第三期長崎県教育振興基

本計画の記載にもとづく景観を題材としたふるさと教育の必要性

を説明した後に，実施された。 
講義後には，まちづくり教育体験実習が行われた。実習課題は，

「長崎市の都市計画マスタープランにおいて北部地域拠点と位置

づけられている長崎大学文教キャンパス（図－3）（以下，キャンパ

ス）の有効活用に向けて，仕事以外の目的の訪問者が散策等の休

憩活動を行う上で参考となる情報とその活動の妨げとなる問題点

が記されたマップを作成する」である。上記の課題の遂行にあた

っては，実習の進め方が説明された。マップの作成は，講習がコロ

ナ禍での実施でありグループワークを避けるために，受講者ごと

に進めてもらった。受講者個人による現地調査にあたっては，キ

ャンパス内を探索し，地図の作成に必要な情報を，クリップボー

ドに留めた A4 版の白地図への情報記載とデジタルカメラ等によ

る画像収集により実施してもらう旨が説明された。なお，現地調

査の前には，マップに盛り込むことが想定される情報の解説が，

同様の課題に取り組んだ大学生の実例に言及しながら，行われた。

受講者が現地調査を実施している間に担当教員は，班別発表に向

けたテーブルセッティング等の準備を行っていた。また現地調査

終了後の昼休憩時に担当教員は，希望者の写真の印刷に対応して

いた 9)。マップは，現地調査時に用いた白地図の拡大版（A3）に，

記載する情報を，修正のしやすさに考慮してポストイットに記載

し貼付する形式により，作成してもらった。地図の作成後は，別の

教室に移動し，班別（1班5名前後）討議が遂行された。班別討議

において参加者は作成した地図の内容を発表し，参加者間にて質

疑応答を行ってもらった。質疑者には質疑の内容をコメントシー

トに記載してもらい，担当教員がコメントシートを回収し発表者

に渡した。発表者は，質疑及びコメントシートに記載された内容

にもとづき，地図の改善を実施していた。 
まちづくり教育体験実習後には，筆記試験が実施された。筆記試

験の問題は，「本日の講習の体験を踏まえて，勤務校の周辺環境も

しくは修学旅行・社会科見学等の学外引率等によって接する環境

を題材に，まちづくりをテーマとした教育プログラムを検討する」

であった。解答用紙は，1）実施の目的，2）実施の対象，3）実施

に関係する人・組織，4）実施の内容（活動に要する時間，活動内

容，必要な資材等），5）期待される成果に分けて説明できる形式に

なっていた。 

（３）受講者からみた評価 
筆記試験時に回答された講習に対する記述からは，本講習の内

容を，肯定的に評価している内容が多くみられた。主な内容とし

ては，「主体的な学びの実施（例：実感を持って学べた等）」，「新た

な知識の獲得（例：授業で活用できる新たな視点の獲得等）」，「疑

問点の解消（まちづくりを題材としてどのように学習を進めるの

かを知ることができた）」，「授業を受ける立場からの気づき（例：

表－3 更新講習の流れ 

所要時間 内容

5分 オリエンテーション（講習の進め方）

100分

　 景観を題材としたまちづくり教育（60分） 
講義　地域減災を題材としたまちづくり教育（15分）

    　住環境を題材としたまちづくり教育（15分）

発表準備・発表者交代・予備（10分）

10分 休憩

10分 まちづくり教育体験実習の進め方の説明

10分 現地調査に向けた準備

60分 受講者：現地調査（長崎大学文教キャンパス）
担当者：班別発表に向けた準備（テーブルのセッティング等）

60分 受講者：休憩
担当者：写真印刷希望者に対する対応等

10分 作業を進める際の留意点の説明

50分 マップの作成作業

10分 休憩

40分 教室移動と班別による発表とコメント作成 

10分 コメントの回収とコメントの渡し

20分 コメントを踏まえた改善点の検討と改善の実施

5分 試験準備・試験問題の配布

45分 筆記試験（個人）と質問表への回答
問題：実習のエッセンスを取り入れた学習活動計画の作成

出典：国土地理院（https://maps.gsi.go.jp/（2023年2月21日閲 

覧））にもとづき作成  

図－3 長崎大学文教キャンパス 

表－2 更新講習の概要 

講習のタイトル
総合的な学習の時間等における「まちづくり」

を題材とした教育

時間数 6時間

講習形態 講義と実習

主な受講対象者 全学校種　教諭

開設日・時間 2021年8月24日（火） / 8：55～16：30

会場 長崎大学文教キャンパス（長崎県長崎市）（図－3）

講習のねらい

2016年12月の「中央教育審議会答申」では，"よりよい学校

教育を通じてよい社会を創る"という目標を学校と社会が

共有し，連携・協働しながら，子供たちに育む「社会に開
かれた教育課程」が提示された。「まちづくり」を題材と
した教育は，先の課程の実現に寄与する教育の一つと考え
られる。本講習のねらいは，教育現場を取り巻く先の現状
を踏まえ，総合的な学習の時間等において「まちづくり」
を題材とした教育を行う際に必要な知識と技法を，講義・
演習等を通じて，理解して頂くことにある。

講習の内容
本講習では，「景観」・「地域減災」・「住環境」等の多
角的な観点から講義・演習する。

成績評価と基準
成績評価は，筆記試験の結果により実施する。100点中60点
以上を合格とする。

各自が準備するもの
・クリップボード・撮影機材（デジタルカメラ推奨）

・筆記用具（多色ボールペン推奨）・暑さ防止対策グッズ
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生徒もこんな気持ちで活動しているのかと思いながらマップを作

成，子どもたちに「つくりたい」という思いがあふれるように学習

計画を立てなければいけないことに気づく等）」，「多様な視点の存

在の気づき（例：同じ課題であっても人によって視点・アプローチ

が異なる等）」があった。以上から本更新講習は，主体的な学びを

通じて，まちづくりを題材とした教育に必要な知識・技術の取得

に寄与したことが推察される。また，これらの評価は，委員会にお

いて検討した景観を題材とした学習の意義や，手引きの内容が有

用であったことを示すものといえる。 
 一方，問題点を指摘する内容もあった。具体的には，「グループ

と個人作業のベストミックス（例：個人単位でマップを作成する

ことは大変）」，「授業時間の工夫（例：フィールドワークの時間が

短い）」10)，「適切な対象地域範囲の設定（例：（実習の対象地域は）

初めて来た場所であるため迷った）」11)，「対象地域に関する事前学

習の必要（例：何をマップに記載すれば良いかがわからない）」12)，

「内容の実施可能性の検討（例：（実習内容は）特別支援学校の子

どもには難しい）」といった意見がみられた（例：（ ）は，著者が

補足）。これらに対しては，更新講習後の担当教員の協議にもとづ

き，補注に示された改善策が検討された。これらは，更新講習とと

もに，教職員が手引きを実践する際に留意すべき点といえるだろ

う。 

 

５．おわりに 

本論文では，景観を題材とした学習の手引きの作成の経緯，学習

の手引きの構成と内容，そして学習の手引きの素案を活用し参加

者からの意見照会を実施した更新講習の実施状況を報告した。学

習の手引きは，県内の景観まちづくり教育に関係する委員を含む

委員会において，教育関係者の意見を仰ぎつつ，県内の小・中・高

等学校の教育の現状と教員の特性に考慮しながら，作成された。

また，委員会の間には，学習の手引きの素案に対する教員の意見

を照会する場として，更新講習が実施された。先の経緯を経て作

成された学習の手引きは，少ない分量により，（1）景観を教育で取

り扱うことの意義，（2）小・中学校の教科のねらいを達成できる題

材としての景観の可能性，（3）景観を切り口とした授業の進め方，

（4）学習活動計画の検討時に参考となる県内の学習例を端的に把

握できる構成がとられていた。そして講義と実習から構成された

学習の手引きを活用した更新講習は，主体的な学びを通じて，委

員会で検討した景観を含むまちづくりを題材とした教育に必要な

知識・技術の取得に寄与していたことが推察された。 

本報告が小・中・高等学校での活用を想定した景観を題材とした

学習の手引きの作成に示唆する主要な点は，2点である。第1は，

対象地域の教育関係者に学習の手引きの作成に関与してもらい，

内容に意見を反映させることである。まちづくり学習の研修は，

研修を行う側の学校教育現場の無理解等により，失敗することが

ある 13)。それに対して本事例では，対象地域の景観まちづくり教

育の関係者が作成主体となり，小・中・高等学校の教員の意見を照

会し，それらの意見が反映された学習の手引きが作成されていた。

第 2 は，学習の手引きを，対象地域の情報を用いて，教育で景観

を取り扱うことの意義，教科の学習指導要領との整合性，そして

既存の授業への円滑な導入が理解できる簡潔な内容にすることで

ある。本事例の学習の手引きは，教育関係者の意見にもとづき，前

記の示唆を含むものとして，作成された。これらの示唆が一定の

有効性を示すことは，更新講習会における受講者の評価に表れて

いると考えられる。 
都市政策課では，学習の手引きの活用に向けて2022年度中に長

期的な方向性を検討する予定である。今後の課題としては，学習

の手引きの小・中・高等学校における活用状況を把握し，活用の効

果と課題を把握することが挙げられる。 

 

謝辞: 本報告の作成にあたっては，長崎県土木部都市政策課並び

に教員免許状更新講習の受講者及び運営関係者の皆様にご協力を

頂きました。記して謝意を申し上げます。なお本報告には，JSPS
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